






Translation and Annotation of“The Mathematical Classic of 
Zhang Qiujian （張丘建算経）” Vol. 1
OHKAWA Toshitaka　
Abstract
   “The Mathematical Classic of Zhang Qiujian” was written during the Southern and Northern 
Dynasties, which was listed as one of the Ten Computational Canons（算経十書） during the
Tang dynasty. The aim of our research is to provide a complete translation and annotation of 
it from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art（九
章算術）.”
This is the first article based on our research and results in which we studied the problems 
1 to 15 of the first volume.
　『張丘建算経』は南北朝期に書かれた算術書であり、唐代に編纂された算経十書の一つ
である。我々は、我々の『九章算術』研究を起点に、『張丘建算経』の訳注を完成させる
† This work was supported by JSPS KAKENHI Grant Number 18K00269.
 † 大阪産業大学 名誉教授




































上實有餘爲分子、 下法從而爲分母、 可約者約以命之、 不可約者因以名之。 凡約
法、 高者下之、 耦者半之、 竒者（啇）<商> ［一］之。 副置其子及其母、 以少減多、 求
等數而用之。 乃若其通分之法、 先以其母乘其全、 然後内子。 母不同者母互 ［二］乘子、
母亦相乘爲一母、 諸子共之約之。 通分而母入者、 出之則定。 其 『夏侯陽』 之 「方
倉」、 『孫子』 之 「蕩杯」、 此等之術皆未得其妙。 故更造新術、 推盡其理、 附之於此。







諸分の本元を序列し、約通の要法を宣明す （ １ ）。上実に余り有るを分子と為し、下法
は従って分母と為し （ ２ ）、約すべき者は約し以て之に命じ、約すべからざる者は因り
て以て之に名ず （ ３ ）。凡そ約法は、高き者は之を下し （ ４ ）、耦なる者は之を半にし （ ５ ）、
奇なる者は之を商す （ ６ ）。副に其の子及び母を置き、少なきを以て多きより減じ、等
数を求めて之を用う （ ７ ）。乃ち其の通分の法の若きは、先にその母を以てその全に乗
じ、然る後子を内
い
る （ ８ ）。母同じからざれば、母は子に互乗し、母は亦た相乗じて一

























　　（ ４ ）「約法」とは、約分の方法のこと。「高者下之」とは、紀志剛は、 ５ ）で「高者」
とは高位のことで、分母、分子が十の倍数であれば、位を退けて約分することとす
る。例えば「七百分之二百」は「七分之二」に約分し、低位の数にすることとする。
　　（ ５ ）「耦」は偶数のこと。分母・分子がともに偶数であれば、 ２ で割って約分するこ
と。これは、既に『算数書』「約分」にも、「有（又）曰、約分朮（術）曰、可半、＝之。
可令若＝干＝一＝」とある。同文は『九章』方田［六］題「約分術」にも見える。
　　（ ６ ）「奇者商之」について、紀志剛は、分母或いは分子の尾数が １ 、 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ９
等の奇数の時、それらの適切な公約数を見つけ、更にそれで約分することとし、劉
孝孫の「草曰」でその応用が多く見られると云う。


















　　　　子　　母　　　　　 子　　 母　　　　　 ｄ＝（90、108．135）＝ ３
　　　　 ２ 　　 ３ 　　　　　 90　　　　　　　　 90÷ ３ ＝30
　　　　 ４ 　　 ５ 　　→　　108　　135　　→　　108÷ ３ ＝36　　135÷ ３ ＝45






























































































　　　　21 3―5 × ９ ＝ 
21×5＋3―5  × ９ ＝ 









訳：９ を21 3―5 にかける。問う、どれほどになるか。
　　 　答えにいう、194 2―5 。
　　 　草にいう、21を置いて、分母の ５ をこれに掛け、分子の ３ に加え入れると、108が




草曰、 置二十一、 以分母七乘之、 内子三、 得一百五十。 又置三十七、 以分母九
乘之、 内子五、 得三百三十八。 二位相乘得五萬七百爲實。 以二分母七・九相乘、
















　　 　草にいう、21を置いて、分母の ７ にこれを掛け、分子の ３ に加え入れると、150が
得られる。また、37を置き、分母の ９ をこれに掛け、その積333を分子の ５ に加え入
れると、338が得られる。 ２ つの数値を相乗じて50700が得られこれを実とする。 ２ つ
の分母 ７ と ９ を相乗じて、63が得られこれで実を割れば、80448―63が得られる。この分母・
分子を約分すると、16―21が得られる。題意を満たす。
［三］以三十七三分之二乘四十九、 五分之三、 七分之四。 問得幾何。
答曰、 一千八百八十九一百五分之八十三。
草曰、 置三十七、 以分母三乘之、 内子二、 得一百一十三。 又置四十九於（下） 
<上> ［一］、 別置五分於下右、 之三在左。 又於五分之下別置七分、 三（分） ［二］之下
置四。 維乘之、 以右上五乘下左四、 得二十。 以右下七乘左上三、 得二十一。 併
之得四十一。 以分母相乘得三十五。 以三十五除四十一、 得一、 餘六。 以一加上
四十九得五十。 又以分母三十五乘之、 内子六、 得一千七百五十六。 以乘上位
一百一十三、 得一十九萬八千四百二十八爲實。 又以（分母） ［三］三母相乘得一百五




































　　 　草にいう、37を置き、分母の ３ をこれに掛け、分子の ２ にこれを加え入れると、
113が得られる。また49を上に置き、別に ５ 分を下右に置き、分子の ３ はその左に置く。
また、 ５ 分の下に別に ７ 分を置き、 ３ の下に ４ を置く。これらを維乗する、即ち右上
の ５ を左下の ４ に掛け、20を得る。右下の ７ を左上の ３ に掛け、21を得る。両数を合
わせて41を得る。分母同士を掛け合わせて35を得る。35で41を割ると、 １ が得られ、





























草曰、 置二百五十六、 以分母九乘之、 内子八、 得二千三百一十二、 爲實。 又置除



























草曰、 置一千七百六十八、 以分母七乘之、 内子四、 得一萬二千三百八十。 又以除
分母五乘之、 得六萬一千九百、 爲實。 又置除數二十七、 以分母五乘之、 内子三、






























　　 　草にいう、1768を置き、分母の ７ をこれに掛け、それを分子の ４ に入れると、
12380となる。また除数の分母の ５ をこれに掛けると、61900となり、これを実とする。





草曰、 置六千五百八十七於上。 又別置三分於下右、 之二於左。 又置四分於三下、
之三於左。 維乘之、分母得十二、子得一十七。 以分母除子、得一、餘五。 加一上位、
得六千五百八十八。 以分母十二乘之、 内子五、 得七萬九千六十一。 又以除數分母
二因之、 得一十五萬八千一百二十二、 ［爲實］ ［一］。 又置除數五十八於下、 以二因之、





























117―2 ＝（79061× ２ ）÷（12×117）
　　　　＝158122÷1404＝112 874―1404＝112
437―702













　　 　草にいう、6587を上に置く。また別に ３ 分を下右に、分子の ２ をその左に置く。ま
た ４ 分を ３ の下に、分子の ３ をその左に置く。これらを維乗して、分母は12を得、分
子は17を得る。分母の12で分子の17を割ると、 １ が得られ、余り ５ となる。この １ を
上に置いた6587に加えると、6588となる。分母の12をこれに掛け、分子の ５ に加え入
れると、79061となる。また除数の分母の ２ をこれに掛けると、158122が得られ、こ






























［七］今有官獵得鹿、 賜圍兵。 初圍三人中賜鹿五頭、 次圍五人中賜鹿七頭、 次圍七
人中賜鹿九頭。 併三圍賜鹿一十五萬二千三百三十三頭少半頭。 問圍兵幾何。
答曰、 三萬五千人。
術曰、 以三賜人數互乘三賜鹿數、 併以爲法。 三賜人數相乘、 幷賜鹿數、 爲實。 實
如法而得一。
草曰、 置三人於右上、 五鹿於左上。 五人於右中、 七鹿於左中。 七人於右下、 九
鹿於左下。 以右中乘左上五、 得二十五。 又以右下（十）<七> ［一］乘左上二十五、 得
一百七十五。 又以右上三乘左中七、 得二十一。 又以右下七乘左中二十一、 得
一百四十七。 又以右上三乘左下九、 得二十七。 又以右中五乘左下二十七、 得
一百三十五。 将左三位倂之、 得四百五十七、 爲法。 以右三位相乘得一百五。 別
置一十五萬二千三百三十三頭少半頭、 位於上、 先以三乘之、 内子一、 得四十五萬
七千。 以一百五乘之、 得四千七百九十八萬五千。 置除法四百五十七、 以三因之、




















































　　　　　　左上 ５ 鹿　　　右上 ３ 人　　　②左上 ５ ×右中 ５ ＝25　25×右下 ７ ＝175
　　　　①　左中 ７ 鹿　　　右中 ５ 人　→　③左中 ７ ×右上 ３ ＝21　21×右下 ７ ＝147
　　　　　　左下 ９ 鹿　　　右下 ７ 人　　　④左下 ９ ×右上 ３ ＝27　27×右中 ５ ＝135
　　　　⑤175＋147＋135＝457　が得られる。これが法である。




152333 1―3 × ３ ＝457000とする。これに先ほどの ３ 分母を相乗して得られる105
を掛けると、47985000が出て実とする。




訳：今官の猟で鹿を得たので、囲んだ兵士に下賜された。初囲の兵は ３ 人で賜った鹿 ５ 頭
を均等に分け、次囲の兵は ５ 人で賜った鹿 ７ 頭を均等に分け、次囲の兵は ７ 人で賜っ
た鹿 ９ 頭を均等に分けた。 ３ つの囲の下賜の鹿の頭数は合計152333 1―3 頭であった。問
う、囲兵の数はいかほどか。
　　 　答えにいう、35000人。
　　 　術にいう、 ３ 回にわたって下賜された人数 ３ 、 ５ 、 ７ 人を ３ 回下賜された鹿数に互
乗して、それらを合わせて法とする。三囲に下賜された人数 ３ 、 ５ 、 ７ 人を掛け合わ
せて、さらに三囲に下賜された鹿の総数に掛け、実とする。実を法で割ると答えが得
られる。
　　 　草にいう、 ３ 人を右上に、 ５ 鹿を左上に、 ５ 人を右中に、 ７ 鹿を左中に、 ７ 人を右
下に、 ９ 鹿を左下に置く。右中の ５ を左上の ５ に掛けて25を得る。さらに右下の ７ を
左上の25に掛け、175を得る。また右上の ３ を左中の ７ に掛け、21を得る。さらに右








さらに右中の ５ を左下の27に掛け、135を得る。左の ３ 位（175、147、135）を合わせ、
457を得て、法とする。右の ３ 位を相乗じて105を得、別に152333 1―3 を置き、「上に位
して」、まず ３ をこれに掛け、分子の １ を加え入れると、457000を得る。105をこれに
掛けると47985000を得る。除数の法の457を置いて、 ３ をこれに掛け、1371を得て、
法とする。これで、47985000を割ると、35000人が得られる。題意を満たす。
［八］今有獵圍。 周四百五十二里一百八十步、 布圍兵十步一人。 今欲縮令通身得地
四尺。 問圍内縮幾何。
答曰、 三十里五十二步。
術曰、 置圍里步數、 一退、 以四因之爲尺。 以步法除之、 即得縮數。
草曰、 置四百五十二里、 以里法三百步乘之、 内子一百八十、 得一十三萬
五千七百八十步。 退一等、 得一萬三千五百七十八（尺）<人> ［一］。 四因之、 得五萬

























　　（43）計算は、（452×300＋180）÷10× ４ ÷ ６ ÷300である。この算題の要点は、里か
ら歩に換算し、これを尺に直してからさらに歩に換算しなおし（ １ 歩＝ ６ 尺なので）、
そこから里数と余りの歩数を求めることにある。
　　　　①452里×300＋180＝135780歩。　②135780歩÷10歩＝13578人。












［九］今有圍兵二萬三千四百人、 以布圍周、 各相去五步。 今圍内縮除一十九里
一百五十步而止。 問兵相去幾何。
答曰、 四步四分步之三。
術曰、 置人數、 以五乘之、 又以十九里一百五十步減之、 餘、 以人數除之。 不盡平
約之。
草曰、 置圍兵二萬三千四百人、 以五乘之、 得一十一萬七千步。 置一十九里、
以三百通之、 内子一百五十步、 得五千八百五十步。 以減上位、 得一十一萬





































　　 　答えにいう、 ４ 3―4 歩。
　　 　術にいう、兵の人数を置き、 ５ をこれに掛け、これから19里150歩を引き、余りは
人数でこれを割る。割り切れない場合は、分数を最後まで約分する。








術曰、 置甲・乙・丙行里數、 求等數爲法。 以周棧里數爲實。 實如法而得一。
草曰、 置甲・乙・丙行里數、 甲行一百五十、 乙行一百二十、 丙行九十。 各求等數、
得三十、 爲法。 除周棧數得十日、 法 〔三十〕  ［一］、 餘二十五、 各以五除之、 法得六、












































　　　　甲：150×325―30 ÷325＝150÷30＝ ５ 周
　　　　乙：120×325―30 ÷325＝120÷30＝ ４ 周
　　　　丙：90×325―30 ÷325＝90÷30＝ ３ 周




て行くに、甲は １ 日に150里を行き、乙は １ 日に120里を行き、丙は １ 日に90里を行く。
問う、周りを回るに何日で三人は会うことになるか。
　　 　答えにいう、10 5―6 日。
23
『張丘建算経』訳注稿（1）（大川俊隆）
　　 　術にいう、甲・乙・丙の １ 日に行く里数を置き、最大公約数を求めて法とする。周
囲の桟道の里数を実とする。実を法で割ると、答えが得られる。
　　 　草にいう、甲・乙・丙の １ 日に行く里数を置くと、甲は150里、乙は120里、丙は90
里である。各々の最大公約数を求めると、30となり、これを法とする。これで周囲の
桟道の数325を割ると10日が得られ、法は30で、余りは25で、各々 ５ で割ると、法は
６ が得られ、余りは ５ が得られる。（三者が何周したかについては、）各々30で甲・乙・









関孝和・建部賢明（兄）・建部賢弘（弟）の三人が天和 ３ 年（1683）頃から宝永 ７ 年（1710）
頃までの28年かけて編纂した和算の全集である。
［一一］今有内營周七百二十步、 中營周九百六十步、 外營周一千二百步。 甲・乙・丙
三人直夜、 甲行内營、 乙行中營、 丙行外營、 俱發南門。 甲行九、 乙行七、 丙行五。
問各行幾何周俱到南門。
答曰、 甲行十二周、 乙行七周、 丙行四周。
術曰、 以内・中・外周步數互乘甲・乙・丙行率。 求等數、 約之、 各得行周。
草曰、 置内營七百二十步於左上、 中營九百六十步於中、 外營一千二百步於下。 又
各以二百四十約之、 内營得（四）<三> ［一］、 （外）<中>營得（三）<四> ［二］、 （中）<外 > ［三］
營得五。 別置甲行九於右上、 乙行七於右中、 丙行五於右下、 以求整數以右位再倍、
上得三十六、 中得二十八、 下得二十。 以左上三除右上三十六、 得十二周。 以左中





































　　　　　 ９ ×960×1200： ７ ×720×1200： ５ ×720×960
　　　さらに、これらを最も簡単な整数比にするために、等数 ３ × ５ ×2402（ ＝ ３ ×240×
1200＝720×1200＝ ５ ×720×240）で約して、12： ７ ： ４ 　と答えを得ている。こ
れが「等数を求めて、これを約すれば、各々行周を得」である。
　　（56）「草曰」以下の計算は、上の術とは異なり、以下の如し。
　　　　内営720歩÷240＝ ３ 　　中営960歩÷240＝ ４ 　　外営1200歩÷240＝ ５
　　　　と、周長を約して、 ３ ： ４ ： ５ 　とし、周の比 9―3 ：
7―4 ：
5―5 を整数化する。
　　　　即ち、 ３： 7―4 ：１ を ４ 倍（再倍）すればよく、
　　　　　 9―3 × ４：
7―4 × ４：












く。さらに各々240でこれらを約して、内営は ３ を得、中営は ４ を得、外営は ５ を得る。
これとは別に、甲の速度 ９ を右上に、乙の速度 ７ を右中に、丙の速度 ５ を右下に置く。
整数を求めるため、右位の ３ 数を各々 ４ 倍すると、右上は36を得、右中は28を得、右
下は20を得る。左上の ３ で右上の36を割れば、12周が得られる。左中の ４ で右中の28
大阪産業大学論集　人文・社会科学編　39
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［一二］今有津、 不知其廣。 東岸高一丈。 坐岸東去岸五十步。 遙望岸上、 及津西畔、
适與人目參合。 人目去地二尺四寸。 問津廣幾何。
答曰、 二百八步三分步之一。
術曰、 以岸高乘人去岸爲實。 以人目去地爲法。 實如法而一。
草曰、 置岸高一丈。 又別置五十步於上、 以六乘之、 得三百尺。 又以十尺乘之、 得
三千尺、 爲實。 以人眼去地二尺四寸爲法。 除三千尺、 得一千二百五十尺。 又以六






















　　　　x＝岸と人の距離×岸高÷目と地の距離、即ち、x＝50歩× １ 丈÷ ２ 尺 ４ 寸となる。
　　　　「50歩× １ 丈」が「岸の高を以て人の岸を去るに乗じて実と為す」に当たり、「÷








目が人の目とちょうど一直線になった。人の目と地との距離は ２ 尺 ４ 寸である。問う、
津の幅は如何ほどか。
　　 　答えにいう、208 1―3 歩。
　　 　術にいう、岸の高を人と岸の距離に掛けて実とする。人の目と地との距離を法とす
る。実を法で割ると答えが得られる。
　　 　草にいう、岸の高 １ 丈を置く。また別に50歩を上に置き、 ６ を掛け、300尺を得る。
また10尺をこれに掛けると、3000尺が得られ、これを実とする。人の目と地との距離
２ 尺 ４ 寸を法とする。3000尺を ２ 尺 ４ 寸で割ると、1250尺が得られる。また ６ 尺を １





［一三］今有葭生於池中、 出水三尺、 去岸一丈。 引葭趨岸、 不及一尺。 問葭長及水
深各幾何。
答曰、 葭長一丈五尺。 水深一丈二尺。
術曰、 置葭去岸尺數、 以不及尺數減之、 餘自相乘。 以出水尺數而一。 所得加出水
而半之、 得葭長。 減出水尺數、 即得水深。
草曰、置去岸一丈、減不及一尺、餘有九尺。 自乘之、得八十一尺。 以出水三尺除之、























―弦－股 ＋弦－股 ÷ ２ 　として弦の長を求めている。





　　（65） 今、句＝ １ 丈－ １ 尺＝ ９ 尺、弦（葭の長）と股（水深）の差が ３ 尺なので、具体
的計算は、注（63）の下の方の式に数値を当てはめると、
　　　　　弦＝（ ９ ２ ÷ ３ ＋ ３ ）÷ ２ ＝15尺　股＝15－ ３ ＝12尺
　　　となる。図 ３ 参照。
　　　　
訳：今葭が池の中に生えていて、水から ３ 尺出ており、岸から １ 丈離れている。葭を引っ
張って岸に持ってくると、岸までに １ 尺足りない。問う、葭の長さと水深は各おの如
何ほどか。
　　 　答えにいう、葭の長さは １ 丈 ５ 尺。水深は １ 丈 ２ 尺。




　　 　草にいう、岸からの距離 １ 丈を置き、足りない １ 尺を引くと、余りは ９ 尺となる。
これを自乗し、81尺を得る。水から出ている ３ 尺でこれを割ると、 ２ 丈 ７ 尺が得られ
る。水から出ている ３ 尺を加えると、合せて ３ 丈が得られる。これを半分にすれば、
葭の長さ １ 丈 ５ 尺が得られる。水から出ている ３ 尺をこれから引くと、余りは水深 １
丈 ２ 尺である。題意を満たす。






術曰、 以表高乘人立去表爲實。 以表高減人目去地爲法而一、 得木去表。 以表高乘
木去表爲實。 以人目薄地去表爲法。 實如法而一。 所得加表高即木高。
草曰、 置表高七尺、 以去表九步乘之、 得六十三爲實。 以表高七尺減人目去地七
尺二寸、 餘有二寸、 爲法。 除實、 得去表三百一十五步。 又以表高七尺乘去表




































の目の地面からの距離は ７ 尺 ２ 寸。また、表からの距離30歩の地点で地面からはるか
に表頭を望むと、目と表の頂と木の先端が斜めに一直線となった。問う、木と表の距
離及び木の高さは如何ほどか。





　　 　草にいう、表の高さ ７ 尺を置き、表との距離 ９ 歩をこれに掛け、63を得て実とする。
表の高さ ７ 尺を人目の地面からの距離から引くと、余りは ２ 寸となり、これを法とす
る。これで実を割ると、木と表の距離315歩が得られる。また表の高さ ７ 尺を木と表




尺 ５ 寸が得られる。これに表の高さ ７ 尺を加えいれると、木の高さ ８ 丈 ５ 寸が得られ
る。題意を満たす。
［一五］今有城不知大小・去人遠近。 於城西北隅而立四表、 相去各六丈、 令左兩表
與城西北隅南北望參相直。 從右後表望城西北隅、入右前表一尺二寸。 又望西南隅、
亦入右前表四寸。 又望東北隅、亦入左後表二丈四尺。 問城去左後表及大小各幾何。
答曰、 城去左後表一里二百步。 東西四里四十步、 南北三里一百步。
術曰、 置表相去自乘、 以望城西北隅入數而一、 得城去表。 又以望城西南隅入數而
一、 所得減城去表、 餘爲城之南北。 以望城東北隅入左後表數減城去表、 餘以乘表
相去、 又以入左後表數而一、 即得城之東西。
草曰、置表相去六丈、自乘之、得三千六百尺。以西北隅入表一尺二寸除之、得三千尺。
以六尺除之、 得五百步。 又以里法三百步除之、 得一里餘二百步、 爲城去表步數。
又別置三千六百尺、 以望城西南隅入表四寸除之、 得九千尺、 以減城去表三千尺、
餘有六千尺。 以六除之、 得一千步。 里法而一、 得三里餘有一百步、 爲城南北步
數。 又置望城東北隅入左後表二丈四尺、 以減城去表三千尺、 餘有二千九百七十六
尺。 以表相去六丈乘之、 得一十七萬八千五百六十尺。 以入左後表二丈四尺除之、





















































線になるようにする。右後の表から城の西北隅を望むと、右前の表に １ 尺 ２ 寸入って
いる。また西南隅を望むと、右前の表に ４ 寸入っている。また東北隅を望むと、左後
の表に ２ 尺 ４ 寸入っている。問う、城と左後の表との距離、および城の大きさは各お
の如何ほどか。










　　 　草にいう、表相互の距離 ６ 丈を置いて、これを自乗して、3600が得られる。西北






望んだとき、左後の表に入った ２ 丈 ４ 尺を置いて、城から表までの距離3000尺から引
くと、余りは2976尺である。表間の距離 ６ 丈をこれに掛けると、178560尺が得られる。
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